寝屋川市景観条例施行規則

様式集
様式第１号 （第３条関係）

	景観計画区域届出対象行為に係る事前協議申出書

年　　　月　　　日

(宛て先)　寝屋川市長
届出者　住 所
　　　　氏 名 　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（法人にあっては、名称および代表者氏名）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話番号 　　（　　 ）

寝屋川市景観条例第１０条の規定により、次のとおり届出対象行為に係る事前協議の申出をします。

	行為の場所
	寝屋川市

	重点地区の
区分
	□ 景観重点地区 □ 景観計画区域
	地区名
	地区

	設計者
	住所 

氏名 　　　　　　　　　　　　　　

電話番号　 　（ 　　）

	工事施工者
	住所 

氏名 　　　　　　　　　　　　　　

電話番号 　　（　　 ）

	用途地域
	地域
	予定建築物等
	

	行為の種類
	□ 建築物
	□ 新築 □ 増築 □ 改築 □ 移転 

□ 外観の変更（□ 修繕 □ 模様替 □ 色彩の変更）

	
	□ 工作物
	□ 新設 □ 増設 □ 改造 □ 移設 

□ 外観の変更（□ 修繕 □ 模様替 □ 色彩の変更）

	
	□ 開発行為

	
	□土地の形質の変更
	□開墾　□土石の採取　□掘採　□その他　　　　　　

	
	□木竹
	□ 植栽 □ 伐採

	
	□堆積
	□土石　□廃棄物　□再生資源　□その他　　　　　　

	
	□ 屋上広告物
	□ 新設 □変更　□ 撤去

	着手予定日
	年　　 月　　 日
	完了予定日
	年　　 月　　 日


※　別紙の行為概要書及び寝屋川市景観条例施行規則第４条第２項に規定する図書を添付してください。

別紙 
行為概要書

	申出書受付年月日
	年 　月 　日
	申出書受付番号
	第　　　 号

	行為の種類
	□ 建築物
	□ 新築 □ 増築 □ 改築 □ 移転 

□ 外観の変更（□ 修繕 □ 模様替 □ 色彩の変更）

	
	敷地面積
	㎡
	構造・階数
	造 　階
	戸数
	戸

	
	
	届出部分
	届出以外の部分
	合 計

	
	建築面積
	㎡
	㎡
	㎡

	
	延べ面積
	㎡
	㎡
	㎡

	
	高　　さ
	ｍ
	ｍ
	

	
	仕上材料
	屋根
	
	外壁
	

	
	外壁色彩
	屋根
	
	外壁
	

	
	□ 工作物
	□ 新設 　□ 増設 　□ 改造 　□ 移設 
□ 外観の変更（□ 修繕 □ 模様替 □ 色彩の変更）

	
	工作物の種類
	規模（高さ、面積、延長等）
	構造
	仕上材料
	色彩

	
	
	
	造
	
	

	
	
	
	造
	
	

	
	□ 開発行為
	開発面積
	㎡
	

	
	□ 木竹
	□ 植栽　　　 □ 伐採

	
	樹種
	
	樹高
	ｍ
	数量
	本・㎡

	
	□ 屋外広告物
	□ 表示 　　　□ 表示内容の変更

	
	種類
	縦
	横
	面積
	高さ
	色彩

	
	
	ｍ
	ｍ
	㎡
	ｍ
	

	
	
	ｍ
	ｍ
	㎡
	ｍ
	


様式第２号(第４条関係)

	景観計画区域行為届出書

年　　月　　日　

　(宛て先)　寝屋川市長
届出者　　住　所
　　　　　　　　　　　
氏　名　　　　　　　　　　　　　　　
(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)　

電話番号　　　（　　　）　　　　　

　
次の行為をしたいので、景観法第16条第1項の規定により届け出ます。

	景観計画区域の名称
	寝屋川市

	行為の場所
	

	行為の着手予定年月日
	年　月　日
	行為の完了予定年月日
	年　月　日

	建築物又は工作物の種類等
	建築物(用途　　　　　　)・工作物(種類　　　　　　　)

	行為の種別
	新築・増築・改築・移転・外観の変更(修繕・模様替)
色彩の変更

	他の法令に基づく地域・
地区等の指定
	

	設計又は施行方法
	建築物
	
	計画に係る部分
	計画以外の部分
	合計

	
	
	敷地面積
	
	
	㎡

	
	
	建築面積
	㎡
	㎡
	㎡

	
	
	高さ
	ｍ
	ｍ
	ｍ

	
	
	外観の変更面積
	㎡
	㎡
	㎡

	
	
	構造・階数
	

	
	
	仕上げ
材料
	屋根
	

	
	
	
	外壁
	

	
	
	色　　彩
	屋根
	

	
	
	
	外壁
	

	
	
	屋上に設置する
建築設備
	

	
	工作物
	
	計画に係る部分
	計画以外の部分
	合計

	
	
	築造面積
	㎡
	㎡
	㎡

	
	
	高さ
	ｍ
	ｍ
	

	
	
	外観の変更面積
	㎡
	㎡
	㎡

	
	
	構造
	

	
	
	仕上げ材料
	

	
	
	色彩
	

	
	
	建築物に設置する場合の当該建築物の高さ
	ｍ

	景観形成のために特
に配慮した事項
	

	設計者
	住所
	
	※受付欄
	

	
	氏名
	
	
	

	
	電話番号
	
	
	

	備考　※印の欄には、記入しないでください。


様式第３号(第５条関係)

	景観計画区域行為変更届出書

年　　月　　日　

　　(宛て先)　寝屋川市長
届出者　　住　所　　　　　　　　　　　
氏　名　　　　　　　　　　　　　　　
(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)　

電話番号　　　（　　　）　　　　　

　
景観法第16条第1項の規定による届出に係る事項を変更したいので、同条第2項の規定により、次のとおり届け出ます。

	景観計画区域の名称
	

	行為の場所
	寝屋川市

	行為の着手予定年月日
	年　月　日
	行為の完了予定年月日
	年　月　日

	建築物又は工作物の種類等
	建築物(用途　　　　　　)・工作物(種類　　　　　　　)

	行為の種別
	新築・増築・改築・移転・外観の変更(修繕・模様替)・色彩の変更

	他の法令に基づく地域・地区等の指定
	

	設計又は施工方法
	建築物
	
	変更前
	変更後

	
	
	敷地面積
	㎡
	㎡

	
	
	建築面積
	㎡
	㎡

	
	
	高さ
	ｍ
	ｍ

	
	
	外観の変更面積
	㎡
	㎡

	
	
	構造・階数
	
	

	
	
	仕上げ材料
	屋根
	
	

	
	
	
	外壁
	
	

	
	
	色彩
	屋根
	
	

	
	
	
	外壁
	
	

	
	
	屋上に設置する
建築設備
	
	

	
	工作物
	
	変更前
	変更後

	
	
	築造面積
	㎡
	㎡

	
	
	高さ
	ｍ
	

	
	
	外観の変更面積
	㎡
	㎡

	
	
	構造
	
	

	
	
	仕上げ材料
	
	

	
	
	色彩
	
	

	
	
	建築物に設置する場合の当該建築物の高さ
	ｍ

	変更の理由
	

	設計者
	住　　所
	
	※受付欄
	

	
	氏　　名
	
	
	

	
	電話番号
	
	
	

	備考　※印の欄には、記入しないでください。


様式第４号(第６条関係)
	氏名等変更届出書
年　　月　　日　

(宛て先)　寝屋川市長
届出者

住所

　氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)


電話番号

景観法第16条第1項の規定による届出に係る事項を変更したので、寝屋川市景観条例施行規則第６条の規定により、次のとおり届け出ます。

行為の届出年月日･番号

年　　　月　　　日　　　　　第　　　　号

変更年月日

年　　　月　　　日

変更の内容
氏名又は名称

変更前

変更後

住所

変更前

変更後

代表者の氏名

変更前

変更後

行為の着手

予定年月日

変更前

　　年　　　　月　　　　日

変更後

　　年　　　　月　　　　日

行為の完了

予定年月日

変更前

　　年　　　　月　　　　日

変更後

　　年　　　　月　　　　日

※受付欄
備考
1　変更の内容の欄には、該当する項目について記入してください。


2　※印の欄には、記入しないでください。


様式第５号(第７条関係)
	行為取りやめ届出書
年　　月　　日　

(宛て先)　寝屋川市長
届出者

住所

氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　


(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)


電話番号

景観法第16条第1項の規定による届出に係る行為を取りやめたので、寝屋川市景観条例施行規則第７条の規定により、次のとおり届け出ます。

景観計画区域の名称

行為の届出年月日・番号

年　　　月　　　日　　　　　　第　　　　　号

行為の場所

建築物又は工作物の

種類等

　 用途　　　　　　　　  　　　　　 種類

建築物　 　　　　　　　　　　  ・工作物

行為の種別

新築 ・ 増築 ・ 改築 ・ 移転 ・ 外観の変更（修繕 ・ 模様替） ・ 色彩の変更
取りやめの理由

※受付欄
備考
　※印の欄には、記入しないでください。




様式第６号(第９条第１項関係)

	景観計画区域行為完了届出書

　　年　　月　　日

　(宛て先)　寝屋川市長
届出者　住所　　　　　　　　　　　　　　
氏名　　　　　　　　　　　　　　　　
(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

電話番号　　　（　　　）

　景観法第１６条第１項・第２項の規定による届出に係る行為を完了したので、寝屋川市景観条例第１８条の規定により、次のとおり届け出ます。

	景観計画区域の名称
	

	行為の届出
年月日・番号
	年　　　月　　　日　　　　　　第　　　　　号

	行為の場所
	

	行為の着手年月日
	年　　月　　日
	行為の完了年月日
	年　　月　　日

	建築物又は工作物
の種類等
	建築物
	用途
	工作物
	種類

	行為の種別
	新築・増築・改築・移転・外観の変更(修繕・模様替)
色彩の変更

	設計者
	住　所
	

	
	氏　名
	
	電話番号
	

	※　受付欄
	

	備考　※印の欄には、記入しないでください。


様式第７号(第13条関係)

	(表)

	第　　　　　号

身分証明書

	写真
	所属

　職名

　氏名

　生年月日　　　　年　　月　　日

	上記の者は、景観法第17条
	第6項第8項の規定により原状回復等を行おうとする者

第7項の規定により立入検査又は立入調査をする者
	であることを

	証明する。

　発行年月日　　　　年　　月　　日

　有効期限　　　　年　　月　　日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　寝屋川市長　　　　　　　　　印


6センチメートル
　　　　　　　　　　　　　　　8.5センチメートル　

	(裏)

	景観法(抜粋)

　(変更命令等)

第17条　景観行政団体の長は、良好な景観の形成のために必要があると認めるときは、特定届出対象行為(前条第1項第1号又は第2号の届出を要する行為のうち、当該景観行政団体の条例で定めるものをいう。第7項及び次条第1項において同じ。)について、景観計画に定められた建築物又は工作物の形態意匠の制限に適合しないものをしようとする者又はした者に対し、当該制限に適合させるため必要な限度において、当該行為に関し設計の変更その他の必要な措置をとることを命ずることができる。この場合においては、前条第3項の規定は、適用しない。

5　景観行政団体の長は、第1項の処分に違反した者又はその者から当該建築物又は工作物についての権利を承継した者に対して、相当の期限を定めて、景観計画に定められた建築物又は工作物の形態意匠の制限に適合させるため必要な限度において、その原状回復を命じ、又は原状回復が著しく困難である場合に、これに代わるべき必要な措置をとることを命ずることができる。

6　前項の規定により原状回復又はこれに代わるべき必要な措置(以下この条において「原状回復等」という。)を命じようとする場合において、過失がなくて当該原状回復等を命ずべき者を確知することができないときは、景観行政団体の長は、その者の負担において、当該原状回復等を自ら行い、又はその命じた者若しくは委任した者にこれを行わせることができる。この場合においては、相当の期限を定めて、当該原状回復等を行うべき旨及びその期限までに当該原状回復等を行わないときは、景観行政団体の長又はその命じた者若しくは委任した者が当該原状回復等を行う旨をあらかじめ公告しなければならない。

7　景観行政団体の長は、第1項の規定の施行に必要な限度において、同項の規定により必要な措置をとることを命ぜられた者に対し、当該措置の実施状況その他必要な事項について報告をさせ、又は景観行政団体の職員に、当該建築物の敷地若しくは当該工作物の存する土地に立ち入り、特定届出対象行為の実施状況を検査させ、若しくは特定届出対象行為が景観に及ぼす影響を調査させることができる。

8　第6項の規定により原状回復等を行おうとする者及び前項の規定により立入検査又は立入調査をする者は、その身分を示す証明書を携帯し、関係人の請求があった場合においては、これを提示しなければならない。

9　第7項の規定による立入検査又は立入調査の権限は、犯罪捜査のために認められたものと解してはならない。

第102条　次の各号のいずれかに該当する者は、30万円以下の罰金に処する。

　三　第17条第7項の規定による立入検査若しくは立入調査又は第71条第1項の規定による立入検査を拒み、妨げ、又は忌避した者


様式第８号(第13条関係)
	(表)

	第　　　　　号

身分証明書

	写真
	所属

　職名

　氏名

　生年月日　　　　年　　月　　日

	上記の者は、景観法
	第23条第2項第3項の規定により原状回復等を行おうとする者

第32条第1項において準用する同法第23条第2項の規定により原状回復等を行おうとする者

	であることを証明する。

　発行年月日　　　年　　月　　日

　有効期限　　　年　　月　　日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　寝屋川市長　　　　　　　　　　印


6センチメートル
8.5センチメートル
	(裏)
景観法(抜粋)

　(原状回復命令等)

第23条　景観行政団体の長は、前条第1項の規定に違反した者又は同条第3項の規定により許可に付された条件に違反した者がある場合においては、これらの者又はこれらの者から当該景観重要建造物についての権利を承継した者に対して、相当の期限を定めて、当該景観重要建造物の良好な景観を保全するため必要な限度において、その原状回復を命じ、又は原状回復が著しく困難である場合に、これに代わるべき必要な措置をとるべき旨を命ずることができる。

2　前項の規定により原状回復又はこれに代わるべき必要な措置(以下この条において「原状回復等」という。)を命じようとする場合において、過失がなくて当該原状回復等を命ずべき者を確知することができないときは、景観行政団体の長は、その者の負担において、当該原状回復等を自ら行い、又はその命じた者若しくは委任した者にこれを行わせることができる。この場合においては、相当の期限を定めて、当該原状回復等を行うべき旨及びその期限までに当該原状回復等を行わないときは、景観行政団体の長又はその命じた者若しくは委任した者が当該原状回復等を行う旨をあらかじめ公告しなければならない。

3　前項の規定により原状回復等を行おうとする者は、その身分を示す証明書を携帯し、関係人の請求があった場合においては、これを提示しなければならない。

　(原状回復命令等についての準用)

第32条　第23条の規定は、前条第1項の規定に違反した者又は同条第2項において準用する第22条第3項の規定により許可に付された条件に違反した者がある場合について準用する。この場合において、第23条第1項中「景観重要建造物」とあるのは、「景観重要樹木」と読み替えるものとする。


